
中世ドイツの格言詩人
シュペルフォーゲルの心的構造

尾野 昭 治

東西ドイツの統ーが実現してから、まだ数年も経ていない現在のドイツ

で、民謡ならびに民謡風の大衆曲が、異常とも思えるほどの人気を博して

いる。この民謡は勿論、ドイツの中世、特に12、13世紀にその勢いを盛り

かえした、 Liedの流れをも汲んでいる。ドイツ民族は、第二次世界大戦

後数十年間にわたり、意識的にドイツ民謡を拒否してきた。ドイツ独特の

伝統的な文化や芸術を、御都合主義で保護したナチス時代の陰惨な記憶が、

否応なく目覚めさせられるからである。この数十年の聞に、ナチス・ドイ

ツを徹底的に否定し、どれほど偉大なものであろうと、すべてのドイツ的

なものに対して、激しいアレルギ一反応を起こした。伝統を誇るドイツの

民謡そのものは、勿論ナチスと直接の関係をもたないけれども、ただ単に

そこにナチスの匂いが漂うとの理由だけで、激しく敬遠された。しかし、

いかなる国の人々も、自国の民謡の中に連綿と生き続けている民族の魂を、

いつまでも無視し続けることはできない。むしろ反対に、それを時代の苦

悩に対する慰めにしようとする傾向が、必ずや人々の心の中に生まれてく

る。特に、このたびの統ーによるナショナリズムの高揚は、民謡復活の大

きな背景になっていると言っても過言ではない。民衆の中から自然発生的

に生まれ、育まれてきた「民謡」。それとともに、 12世紀中頃からは、土

着の歌の伝統をひく「古風な歌」と、フランスの影響によって発展してい

く「新しい歌」が、三つ巴となって大きな流れを形成し、ドイツがそれま

で経験したことがないほど、数多くの歌を生み出していった。この時代に

輩出した多くの詩人達の中に、特異な詩人としてシュペルフォーゲルが存
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在する。ヴァルターと同時代か、あるいはそれより少し前に詩作したと言

われている。その歌いぶりと語り口から推して、 12世紀の終り頃に詩作し

たものと思われる。ヴァルターと同じ頃に活躍したことを認めるにしては、

シュペルフォーゲルの詩はやや古風に過ぎる。装飾よりも現実の姿を、持

情よりも叙事を重視するところが、著しく際立っているからである。古代

ゲルマン的な趣が濃く、峻厳さを誇る篇言の詩に近いと言える。従って、

洗練された宮廷的文化や、キリスト教の基盤に立つ詩であるとは言い難い。

この詩人の描き出す詩のテーマは、その範囲が実に狭L、。世情に通ずる歌

はみられないし、倫理的問題はただ外面的に、少し触れられるのみである。

更に、宗教的格言詩は皆無であり、謎々風の格言詩も、動物寓話的な格言

詩も作っていなし、。その代わりに、施与を懇願する格言詩の数は移しい。

そもそも施与と奉仕のテーマは、中世格言詩の最も重要なテーマである。

施与を求めるこの詩人の格言詩は、その洗練度に注目すべきものがある。

気まじめで控え目な詩人は、さながら高位の宮廷顧問官かと思われるほど
(注 1)

の、謙虚な品位が漂う高潔な歌人と言ってよい。

この詩人と同時期の、あるいはそれより少し後のミンネの歌は、宮廷内

部で入念に磨きをかけられ歌いつがれたため、写本によってそれほど大き

な差異は生じなかった。それに対して、シュペルフォーゲルの格言詩は、

宮廷内部から跳び出して、時間的にも空間的にもその範囲を拡大し、人々

の口から口へと歌いつがれていった。詩人個人の立場を超え、一般論とし

ての実生活の知恵を教える歌であったからだ。その結果、ミンネの歌の場

合とは異なって、写本間に大きな異同を生ずることになった。このことが、

研究者の多様な解釈を許す、難解な格言詩になった理由である。この詩人

は吟遊詩人で、雀というニックネームをもっ。庶民的な鳥である雀 (spar

=passer)は、昔からドイツやフランスで、人の名前に好んで用いられた

と言われる。この詩人も、他の多くの詩人達と同様に、その経歴について
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はほとんど知られていない。作品から想像される彼の生活態度には、さな

がら古武士のごとき厳しいものが感じられる。このような峻厳の詩人の心

的構造を明らかにするためには、解釈者の側にも同じだけの厳しい態度が

要求される。現代から800年以上の隔たりを、どのように埋めて詩人に肉

薄するか。このことは、単に日本のみならず、ドイツ本国においてさえも、

すべての研究者を悩ませてきた大きな問題である。

(注2) 

1. M F [20， 1 1 

Swer in fremden landen vil der tugende hat， 

der solte niemer komen hein， daz war mIn rat， 

ern hete da den selben muot. 

ez enwart nie mannes lop sδguot 

sδdaz von sInem huse vert， da man in wol erkennet. 

waz hilfet daz man tragen esel mit snellem marke rennet ? 

《有能であると、他国で大いに評判を立てている人は、もし故郷

でも同じ気概を抱くのでなければ、決して故郷に帰るべきではな

かろう。これが私の与える助言である。どの人の称賛も、その人

をよく知る故郷から広まる称賛ほど、良くなったためしはない。

愚鈍なロバを駿足の軍馬と競走させて、一体なんの役に立つとい

うのか。》

当時の詩人の回りには、他国で有能な人だと称賛されたために、故郷で

そのことを鼻にかける人々が数多くいた。しかし、誰も知る人のいない他

国での評判など、全くあてにはならぬ。そのような自画自賛は、この人の

ことを幼児期からよく知っている故郷の人々のもとでは、すっかりメッキ

がはげる。厳しい戒めの格言詩である。故郷には目の利く人々が大勢いる
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ので、故郷にもどってからも、決して気持ちをゆるめではならなL、。他国

で褒めそやされていた能力や気概を、意識的に強く持ち続けよ。甘い気持

ちを抱いての帰郷は、苦々しい不名誉しかもたらさぬ。土地が変われば、

当然ながら評価も異なる。外国で有能だともてはやされても、故郷ではそ

のよ うな威張り方は通用せぬ。「愚鈍なロパ」とは、せっか く外国で噂が

立った人なのに、それが過大評価であったがために、故国では全然適用し

ない凡庸な人。それに対して「駿足の軍馬Jとは、目の利く人が大勢いる

故国で、真に有能の噂が立つ人のことである。当時、外国帰りの若者らの

数が急激に増加して、その若者らが無闇に外国風を気取った。そして故国

の人々や文化を見下し、浮つ調子な自画自賛で、人々に認められようとし

た。当時の社会の一断面が、詩人の厳しい眼を通して描き出されている。

同じ頃に流行を始めた、華やかなミンネの歌に比べれば、厳しく人生智を

説く、古武士風の賢者の雰囲気が満ち満ちた詩節である。

2. M F [20， 9] 

Wan sol die jungen hunde 1azen zuo dem bern， 

und rδten habech zem reiger werfen， tar ers gern， 

und a1tiu ros zer stuote slahen， 

mit linden wazzern hende twahen， 

mit rehtem herzen minnen got， und al die werlt wol喜ren，

und neme ze wisem manne rat und volge ouch siner lere. 

{若い犬どもを熊にけしかけるべし。敢えて望むなら、赤い鷹の

ひなを、鷺に向けて放り投げるべし。老いぼれ馬は囲い地に追い

込み、手は柔らかい水で洗うべし。正しい心で神を愛し、世の人々

を充分に敬うべし。そして賢者のもとで助言を求め、またその教

えに従うがよい。〉
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賢者である私に何事も相談し、全面的に頼りなさいと、宮廷の人々に強

く勧める歌である。人は、若い頃にはとかく血気にはやり、見境のない行

動に走るもの。従ってはやりたつ若者を抑制し、たしなめる必要がある。

それはちょうど、熊狩りの際に、血気にはやった若い犬どもを熊に向けて

けしかけるのと同様であり、鷹狩りの際に、灰色の親鳥から引き離した赤

い鷹のひなを、どんな猛禽をも恐れない鷺に向けて、放り投げなければな

らないのと同様である。しかしそれとは逆に、老いた者についてはやさし

くかばって、保護してやらねばならぬ。老いた馬は、棒で囲いをした安全

な場所に誘導してやる。それはちょうど、柔らかく繊細な身体部分である

手を、刺激のないやさしい水で洗うべきなのと同様である。中世で典型的

な弱者とされる老人、未亡人、孤児などを、やさしくかばってやるように

と、日常の正しい行動を説く。その後で詩人は、神と人に対する接し方、

心のもち方、つまり精神面での生活の方法に話をすすめていく。神に対し

ては、正しい心で、奉仕すべきである。世の人々に対しては、決してさげす

むことなく、尊敬の心をいつも抱いているべきである。しかし、詩人の歌

には最初から最後まで、宗教性は全く見られない。宗教的倫理を説くこと

は、この詩人には皆無である。詩人はこれらとは別の、 L、くつかの素材を

並列させて、それらを格言的意味に収束させていく。そのときの手順は、

決して単純なものではない。この詩節全体で、人はいかに生きるべきかと

いう聞いに、簡にして要を得た答えを提示しようとする。それにしても、

人として最も賢明に生きるべき方法は、一体誰に問い、誰に教えを乞うべ

きか。「賢者を頼れ」というのが、詩人の最後的な教訓である。若い者に

は若い者の生き方が、老いた者には老いた者にふさわしい生き方がある。

そのような生き方を賢明に選びとるためには、賢者に頼る以外にない。賢

者としての詩人の自負心が、隠しょうもなく現れ出た詩節である。シュぺ
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ルフォーゲルは、好んでプリアーメルの形式を用いる。これは、暗示めい

た事柄を並列させながら、最後にそれらを簡潔に要約して、寸鉄人を刺す

如く、格言的意味を衝撃的に理解させる形式である。 12世紀にドイツで始

まり、 15世紀頃にはオルガンやリ」ートに合わせて、即興的ないしは座興

的に歌われた。この手法を用いて、聞き手の鋭敏な推理が、すまし顔でた

めされた。勿論この詩節の字面の意味は、詩人が意図したプリアーメルの

意味ではない。意図について詩人は沈黙している。殿様の鋭敏な理解力の、

有無をためすためである。いずれにせよ、詩人が最も訴えたいのは、殿様

からの豊かな施与である。

3. M F [20， 17 ] 

Swer suochet rat und volget des， der habe danc， 

alse mIn geselle Spervogel sanc. 

und solde er leben tusent jar， 

sin ere stigent， daz ist war. 

ist danne daz er triuwen pfliget und den niht wil entwenken， 

so er in der erde erfulet ist， sδmuoz man sfn gedenken. 

〈助言を求めそれに従う者は、感謝するがよし、。わが仲間シ」ぺ

Jレフォーゲ.ル先生が歌った通りに。教えに従う者が千年生きるな

ら、先生の名誉はいや増すばかり。これはまことのこと。弟子が

誠実さを守り、それから逸脱しようとしないなら、先生が土の中

で腐っていても、世の人々はこの先生のことを忘れられぬ。}

前の詩節を受けて、初行に ratとvolgetを配している。それによって

前の詩節と密接な関連のもとに歌われていることが、明白に理解される。

賢者は若者に助言を与え、若者はその教えに忠実に従う。そのことに対し
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て若者は、賢者に感謝すべきである。自分自身を「わが仲間シュペルフォー

ゲル」と称して、自分の中には賢者が住まうことを強調。更に、自分にとっ

て歌というものは、本来このようでなければならないと宣言している詩節

である。歌によって与えられた助言にすすんで従う者が、長生きをすれば

するほど、その教えはますます真実であることが証明される。教えを説い

た賢者の名誉は、そのとき一層高められる。真実の教えに従う誠実な心を、

弟子がいつまでも失うことがなければ、賢者は死んでも、世の人々の記憶

に永遠にとどまろう。生っ粋のドイツ人が、古武士のような雰囲気を漂わ

せながら、若者に厳しい教訓を垂れている詩節である。詩人が直接に自分

の名前を名乗るのではなく、歌い手に詩人の名を挙げさせるという間接的
(注 3)

な手法は、当時ごく一般的に行われていた。シュペルフォーゲルにもヴァ

ルターにも用いられた mIngeselleは、遍歴歌人達の世界では、自分自身

のことを言うために好んで用いられた表現である。聴き手の側も、この隠

れんぼうのような表現手法を、真に目的とするところがよくわかっていた

ので、好ましいものと見なしていた。

4. M F [20，25J 

Ez zimt wol helden daz si frδnach leide s In. 

kein ungelucke wart nie sδgrδz， da enware bi 

ein heil: des suln wir uns versehen. 

uns mac wol frum nach schaden geschehen. 

wir haben verlorn ein veigez guot: vil stolzen helde， enruochet. 

dar umbe suln wir niht verzagen: ez wirt noch baz versuochet. 

{英雄達が苦しみの後で心、楽しむのは、まことに彼らにふさわし

い。災厄は、そのそば近くに幸福の芽を出さないほど、大きかっ

たためしはない。その幸せを、私達は待ちうけるべきだ。損害を
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被った後、私達には確かに利益が起こりうるのだ。私達は、はか

ない財貨を失った。だがいとも誇り高き英雄達よ、気にかけるで

ない。失ったからといって、私達は臆病になるべきではない。試

みる余地は、まだ充分にあるのだから。》

この詩がどのような状況のもとに歌われたのか、明らかにし難い詩節で

ある。少なくとも、施与を懇願する詩とは、相当に異なる詩風のものであ

る。シュペルフォーゲルが詩作したのは、ヴァルターと同時代であると主

張する研究者がいる。しかし、それにしては表現が古めかしすぎる。昔の

武人を意味するhelde(1行と 5行)が、意図的に繰り返されることによっ

て、叙事詩風の勇猛な感じを強く帯びる。財貨は、高潔な心に比べれば卑

しいもの。激励の言葉には、昔の武士がし、かにもこのようであったかと恩

わせるほど、勇壮な雰囲気が充満している。パトスの高蓮さと言うべきも

のか。詩人が語る武骨とも言うべき言葉は、個人の立場を超えて普遍性を

得ているため、純粋で崇高な感じが際立つ。これを何かある事件に関わる

詩とみるか、それとも一般的な詩とみるか、意見の分かれるところである。

事件に関わる詩とみるなら、 1212年に異端のカタリ派がアルビにたてこもっ

て、法王に楯突いた事件を想定してよい。法王はそれを征伐するために、

十字軍参加の厳命を下す。その命に応じてドイツの諸侯は軍を起こし、莫

大な費用を投じたのに、法王はそれを突然中止させた。ドイツの諸侯が多

額の出費を無駄にしたことを、詩人は念頭に置いて歌っている。精神的に

もすっかり打ちのめされた勇士達を、慰めかっ勇気づけるこの歌は、全23

詩節の中でも、最も心美しい詩節と言ってよし、。
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5. MF [21，5] 

Waz frumt dem rosse daz ez bi dem fuoter stat， 

und ouch dem wolve daz er bi den schafen gat， 

der in diu beidiu tiure tuot? 

sδist ez einem alsδguot， 

der veile vindet swaz er wil， und des niht mac vergelten. 

ein lieht in sehendes mannes hant daz froit den blinden selten. 

{もし軍馬と狼に、それぞれ飼い葉と羊を食べさせないのなら、

軍馬にとって飼い葉の傍にいることが、何の役に立とうか。また

狼にとっても、羊の傍を通っていくことが、何の役に立とうか。

欲しいものが売られているのに、それを買いとることのできない

人にとっても同様だ。目の見える人の手に握られた松明は、目の
(注4)

見えない人を決して喜ばすことがない。》

プリアーメルの手法を用いたこの詩節でも、まずは同類のものを並列さ

せて、聴き手の注意をひきつけておく。それからおもむろに、自分にとっ

て最大の関心事を最後にもってきて、衝撃的な効果を狙う。飼い葉の傍に

軍馬を連れてきても、それを食べさせてやらなければ、軍馬にとって飼い

葉は無益なもの。羊の傍を狼が通っても、羊を襲って食べることができな

ければ、狼にとって羊は無用なもの。欲しいものが買える状況にありなが

ら、それを買いとることができないな ら、これも同様に役に立たないこと。

中世のこの当時、世評高き詩人が殿様を称賛する歌をうたえば、たんまり

褒美をもらえるはずである。それなのに詩人が奉仕する殿様は、渋くて褒

美を出そうとしなし、。心の目が聞いていない殿様のために、どれほど優れ

た称賛の歌を捧げても、いっこうに坪が明かぬ。喜琶の殿様の前でこの歌

をうたったとき、皮肉たっぷりの辛錬さのゆえに、殿様は顔から激しく恥
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じらいの火を噴いたことであろう。

6. M F [21，13J 

Swer einen friunt wil suochen da er sIn niht enhat， 

und vert ze walde spuren sδder sne zergat， 

und koufet ungeschouwet vil， 

und haltet gerne vlorniu spil， 

und dienet einem basen man da ez ane 1δn belibet， 

dem wirt wol afterriuwe kunt， ob erz die lenge tribet. 

《友人を得られない所で、友人を探そうとする人。雪が溶けると

きに、獣の足跡を追って森へ行く人。品物をよく見定めもしない

で、たくさん買い込む人。自分の負けが決まっている賭け事に、

あきもせずに金を賭けたがる人。いつまでも報酬がもらえない所

で、くだらない殿様に仕える人。こういう人は、長い間そんなこ
(注 5) 

とをやっていると、きっと後悔することになりますぞ。》

この詩節も、プリアーメルの手法を用いた歌である。いくら力を注いで

も甲斐のないことを、いそいそと行なう例が次々と並べられ、人の徒労、

行いの誤りが、やさしく説かれる。そして最後に、詩人の最も言いたいこ

とが、凝縮され抽象化された形で結ばれる。殿様は、はじめのうちは詩人

の言葉を、他人事のように聞いている。しかし最後に至ると、ぐいと胸を

挟られ反省を迫られる。中世では通常、旅芸人や遍歴楽師は、殿様と法的・

経済的な契約関係を結べる身分にはない。殿様の機嫌をとり結び、大いに

座をわかせて、殿様の名誉を高めることに成功した時だけ、その成功報酬

として糊口の資をあてがわれる。しかし、殿様の腹の虫の居所によっては、

あるいは座をあまりわかすことができない時には、施しにあずかれないこ
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とも少なくない。現代からは想像できないほどに、厳しい時代であった。

7. MF [21， 21J 

Swer lange dienet da man dienstes niht verstat， 

und einen ungetriuwen mitesluzzel hat， 

und einen valschen nachgebur， 

dem wirt sIn spIse harte sur. 

ob er sich wil alsδbetragen dさrarman niht verdirbet， 

daz muoz von gotes helfe komen， wan er mit triuwen wirbet. 

《奉仕の価値がわからず、不実な隣人と共用の鍵を持っている人

の所で、長い間仕える従者の食事は、実にまずいものになる。貧

しい従者は、そのような状況のもとでも死ぬことのないように、

食いつないでいこうとするなら、神の御加護に頼らなければなら

ぬ。というのは、神は誠の心をもって振る舞われるからだ。}

心清き誠の従者は、殿様に仕える心に厚きものがある。しかし、命がけ

で仕える従者の奉仕がどれほど尊いものか、どれほど大きな価値をもつも

のかを、とんと理解できない愚かな殿様がいる。このような殿様に限って、

不実な隣人と共用の鍵を持っており、それを悪用して平気で背信に及ぶ。

馬鹿殿様に仕える従者は、奉仕を正当に評価してもらえず、実に苦々しい

思いをすることになる。不愉快きわまりない毎日を過ζさねばならぬ。こ

うして貧しさへと追い込まれていく従者が、なんとか死なずに糊口を凌ご

うとすれば、もはやこんな殿様にすがっても無駄なこと。このような状況

のもとでまだ期待できるのは、ただひとつ神の御加護のみ。神は、正しく

行なう人には誰にでも、分け隔でなく公正に対応して下さる。たとえ神の

公正さの千分のーでも、今の殿様が持ち合わせていてくれたら、殿様への
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奉仕も決して無駄にはならないのに。詩人の深い時吟の声が聞こえてくる

詩節である。

8. M F [21，29J 

Diu salde dringet fur die kunst， daz ellen gat 

vil dicke nach dem rIchen zagen in swacher wat 

erst tump， swer guot vor eren spart. 

zuhte wellent grawen bart， 

triuwe machent werden man und wIsen schane frage. 

liebe meistert wol den kouf: sδscheidet schade die mage. 

{幸運は知識を凌ぐ。勇気はひじようにしばしば、みすぼらしい

服を着た、権勢高き臆病者の後についていく。名誉よりも財貨を

惜しむ者は、愚か者である。礼節は白ひげを選び出し、誠実は貴

人を作る。素晴らしい問いは賢者を作る。思いやる心は商いをう

まく成立させるが、それとは逆に、損させることの平気な心は、
(注 6) 

親戚をも遠ざける。》

知識や技においては人後に落ちなくても、幸運のもつ力には頭が上がら

ぬ。家柄の立派な財産家に生まれるのは、個人の力の及ばぬこと。勇気あ

る者が、腰抜けのぐうたらな殿様に仕えるのも、まことに不当な宿命。現

状に対する詩人の不満は、爆発寸前と言ってよい。施しのために財をすべ

て投げうってでも、名誉を獲得しようとするのが、賢明な殿様のなすべき

振る舞い。それなのに今の殿様は、全く正反対の行動に走る。教養のにじ

み出る陶冶された人格、礼節ある心は、白いひげを蓄えた徳操高き賢人に

宿るもの。若い経験未熟な殿様では、礼節豊かな心はなかなか育たないも

のだ。誠実に生きている人は、当然ながら立派な人になりうる。経験豊か
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な老人に尋ねれば、賢者になる道が聞かれる。売買においても、相手のた

めになるようにという誠意がうかがえたら、その交渉は見事に成立する。

しかし、相手がどれほど損害を被っても、かまうものかという不誠実さが

うかがえると、親戚付き合いさえも崩される。詩人と殿様の聞の関係も同

様である。赤の他人でも、その聞に精神的なliebeが介入すれば、売買契

約はうまく成立する。それに対して、血の濃さが仲立ちをする親戚でも、

そこに金銭が介入してschadeを負わすならば、もはや親戚付き合いさえも

消滅してしまう。遠い親戚より近くの他人の諺通り。言葉を震小に切り詰

め、内容を最大に拡大していく懐の深い表現を、充分に楽しむことのでき

る詩節である。

9. M F [22， 1 J 

Wan sol einen biderben man wol drIzec jar 

dar uf behalten Cdeich iu sage， daz ist war) ， 

ob man dem herren widersage， 

daz er im holdez herze trage. 

swem daz guot ze herzen gat， der gwinnet niemer ere. 

jo enrede ichz niht dur mInen frumen， wan daz ichz alle lere. 

{人が主人に逆らう言葉を口にしても、有能な下臣が主人に対し

て、忠義の心を忘れts.いようにするためには、その下臣をたっぷ

り30年間は、館に泊めてやるべきだ。私が言うことは真実である。

財貨の所有欲が心を占める人は、決して名誉を得られぬ。私がこ

のような話をするのは、ひとり自分の利益をはかるためではなく、

人々皆に教えてあげるためなのだ。}

人々が殿様に、どれほど反抗的な態度を示して、逆らう言葉を口にしよ
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うとも、有能な下臣だけは、殿様を思いやる忠義心をもち続ける。そのよ

うな忠臣でも、少なくとも30年聞は館に住まわせて奉仕させ、生活に困窮

することのないように援助をしてやらなければ、真に主人思いかどうかは

決められないものだ。財貨を蓄えることに汲々として、わずかな出費をも

惜しむような殿様は、下臣から称賛される名誉を得ることなど決してない。

しかも主従の聞が不和であるときにこそ、立派な下臣の価値がわかるのに、

愚かな殿様はそのことに気づかない。最後の所で詩人は、このようなこと

を敢えて話すのは、決して自分の利益をはかるためではなく、普遍的な真

理を世の人々に、教えてあげたし、からだと告白する。しかしこの言葉は、

正当な理由というより、むしろ言い訳にひびく。詩人は最後に、なぜこの

ような発言をしなければならなかったのか。この歌を殿様の御前でうたう

とき、その顔色をうかがいながら、押したり号|いたりの微妙な駆け引きを

行っていたはず。それはちょうど、安宅の関で富樫と弁慶が腹のさぐりあ

いをする、歌舞伎の有名な一場面を想起させる。反省を促された殿様の顔

色が、このとき急にかきくもり、不満の色を露わにした。そこで詩人はあ

わてて、個人的要求から一般的な話へと流し、何食わぬ顔をする。時代を

越えてこのように味わえるところに、中世の格言詩の面白さがある。この

詩節の前と後ろを加えた 3つの詩節が、連作詩 (Zyklus)だと考える研究

者がいる。シ A ペルフォーゲルと殿様の抜き差しならぬ緊密な関係が、こ

の3詩節に特によく現れているという面から見れば、あるいはそのように

言ってよし、かもしれぬ。

10. M F [22， 9 ] 

So w色dirarmuete! du benimst dem man 

beidiu witze und ouch den sin， der niht enkan. 

die friunt getuont sIn lihten rat， 
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swenn er des guotes niht enhat: 

si kerent im den rugge zuo und gruezent in vil trage. 

die wile der mit vollen lebt， sO hat er holde mage. 

《貧しさよ、お前は実に悲しいものよ!お前はその貧しい男から、

知恵も分別も奪い取る。そのため彼は、何もできぬ。親しき人々

は、彼に財産がなければいとも簡単に彼を見捨てる。そして彼に

背を向け、いかにも面倒くさそうに挨拶をおくる。それでも彼が、

まだ充分に豊かな暮らしをしている聞は、心やさしい親類縁者は
(注7)

離れてL、かぬ。}

殿様との関係が嫌悪なものになって、城を出て行かなければならなくなっ

た。こうなると詩人は、明日の食べ物にも困る。貧すれば鈍するの諺通り、

貧しくなればひらめきもなく、深い洞察もできなくなる。もうこれからは、

立派な歌を作ることもできないであろう。豊かな暮らしをしている聞は、

親類縁者もいい顔を見せてくれる。財貨の一部でも流れて来ないかと、期

待するからである。しかしひとたび貧乏人になり下がると、冷淡に背を向

けられる。損害を被るのを、ひどく恐れるからである。なんとか挨拶だけ

はおくってもらえても、いかにも面倒くさそうな態度がよく見てとれる。

手の裏をかえすかのように、いとも簡単に見捨てられる寂しさ。詩行に渉

み出ている耐え難いほどの寂しさは、この詩が放浪中に作られたことを想

像させる。

11. MF [22， 17J 

So wol dir， wirt， wie wol dO doch dem hOse zimst! 

an deme worte niemer me dO abe genimst. 
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swie kleine man gebresten hat， 

wol doch der wirt dem huse stat. 

der wirt der kan des huses reht wol mezzen nach der snuere. 

waz solde ein wiselδsez her， daz ane meister fuere? 

《家の主人よ、あなたは実に幸いなるかな! まあなんとあなた

は、家に似つかわしいことか! あなたは今後決して、世評を失

うことはないであろう。客がどれほど完全無欠とはいっても、や

はり家には、主人がまことに似つかわしいもの。主人たる者は、

家の正しいあり方を、正確に測り整える術を心得ている。指揮を
(注 8)

とる者がいなくて行軍する軍勢は、どうにもならぬもの。》

吟遊詩人であるシュペルフォーゲルは、ある城で夕食をふるまわれ、宿

をも貸してもらえる殿様に出会う。この主人は収支をよく心得ていて、見

事に家政を執っており、それゆえ過不足なき歓迎ぶりを見せる。決して身

分不相応な、過ぎた歓迎をしないことから、この主人は自分自身というも

のを知り尽くしていることが理解される。身分にふさわしい家政のとり方、

客としての詩人のもてなし方、そのいずれにおいても、家の主人としてこ

れ以上にふさわしい人はいまい。それゆえ世評は高まりこそすれ、低くな

ることなど想像だにできぬ。しかし、この家の客となっている詩人が、あ

るいは誰でもこの家で歓待を受けられる人が、どれほど不自由なしにもて

なされても、家ではやはり、主人であることが最も似つかわしい。この家

の主人は、欠けることなきもてなしのできる立派な家に、立派な主人とし

て、礼節にかなう生き方を実践している。立派な家の主人たる者は、さな

がら軍隊の指揮官の如く、家政の収支を充分に計算し尽くし、家をどのよ

うに正しく管理運営していくかに長けている。適切な指揮をとる者がいな

ければ、軍勢がどこへ行軍していくか、知れたものではない。それに対し
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て、優れた指揮官のもとでは、軍勢はいささかも迷うことなく、その強さ

を最もよく発揮できるのだ。詩人はwirt(主人)、 hus(家)、 man(人、

客)という 3つの基本的な語による言葉遊びを楽しみながら、主人を褒め

讃える。それと同時に、具体的内容を抽象化して、巧みに一般論にまで高

めてし、く。まるで過去から将来への生を見透す隠、者のように、「一家の主

人たる者は、かくかくであるべしJと、普遍的真理を堂々と語る詩人の姿

は、聴衆にも読者にも強烈である。

12. M F [22， 25J 

Wan sol den mante1 keren a1s daz weter gat. 

ein frumer man der habe sfn dinc a1s ez da stat. 

sins 1eides sf er niht ze do1， 

sin 1iep er schone haben so1. 

est hiute min， morne din: so tei1et man die huoben. 

vi1 dicke er se1be drinne 1ft， der dem andern grebt die 

gruoben. 

《風が吹いてくる向きに応じて、外套を着るべきだ。有能な人な

ら、自分に関係することを、あるがままに受け入れるがよし、。苦

しいからといって、余りに狂った行動に走ってはならぬ。彼は自

分の喜びを、節度をもって味わうべきだ。それが今日わがもので

あっても、明日は他の人のもの。耕地が分けられるのも、同じこ

と。他の人に落とし穴を堀る人は、しばしば自分がその穴に落ち
(注 9) 

る。}

この詩節は内容の面から、前3行と後 3行に分けられる。前3行は、旅

芸人・吟遊詩人達に向けた格言で、辛いことに遭遇した場合、どのように

対処すべきかを説く。後3行は、裕福な殿方に向けた格言で、喜ばしいこ
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とが起こった場合、どのように振る舞うべきかを説く。前3行の結論は 3

行目にあり、後3行の結論は l行目にある。つまりこの詩全体の中 2行が

中心となって、シンメトリーな構成をもっ。このことから、詩人の念頭に

は、当時の寺院建築の構造があったことがうかがえる。寺院の中心に、 2

本の最も重要な支えとなる通し柱を建て、それを真中にして、他の柱をシ

ンメトリーに並べていく。このようにすれば、寺院内がまるで森であるか

のように、奥行きの広い空間を作り出すことができる。そのように形式を

整えると同時に、言葉を短く切り詰めながらも、詩に大きな内容を担わせ

て、奥行きの広さを更に強調しようとする。外套の合わせ部分が風上に向

くと、風の力によって外套は旗のように翻り、最後にはそれが吹き飛ばさ

れてしまう。自然の猛威には逆らわず、無駄な抵抗を試みないこと。有能

だと評判の立つほどの人なら、自分の身の上に起こることを、神からの重

要な試練として、いつもあるがままに受け入れるべきだ。苦しいからといっ

て、自暴自棄にならぬこと。たとえ苦しいことが起こっても、その後に必

ずや喜ばしいことが訪れる。このことを期待しながら、じっと耐えるべき

である。その反対に、たとえ喜ばしいことが起こっても、それをすぐにむ

しゃぶり尽くすようでは、徳操の備わっている人とは言えぬ。節度を守り

ながら、謹んで喜びを味わうようにせよ。財貨が手に入ったり、名声が高

まったりしても、この世のそれは実にはかないもの。今は自分のものでも、

後日必ずや他の人の手に移る。それはちょうど、農夫が死ねばその耕地を

殿様に返し、殿様はそれをすぐにまた、他の農夫に貸し与えるのと同様で

ある。財貨や領地等の喜びを皆と分かち合い、我利我利亡者にならぬよう

に心を広くもつべし。狭量な心ゆえに他の人の不幸を願って、それを自分

の喜びにしようとする人は、自ら墓穴を堀ることになる。財貨を惜しまず

人々に分かち与えることは、中世の最も重要な徳目の一つである。
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13. M F [22， 33J 

Swer mir nu verwizet daz ich niht enhan， 

gelebe ich iemer daz ich wol beraten gan， 

der muoz ouch mir der baser sin. 

ich horte sagen daz der Rin 

hie vor in engen furten floz. des muoz ich lones biten. 

nu ist er worden also groz daz in nieman mac geriten. 

《今私のことを一文無しと罵る人は、私がいつか十分な蓄えをもっ

て生活できるようになっても、やはりひどいことを言う人に違い

ない。以前ライン河は、幾筋かの狭い河床を流れていたと、私は

聞いたことがある。それゆえ報酬だって、待てば海路の日和あり

だ。今では見たまえ、そのライン河だって、誰も馬では渡れない

ほど、大きな流れになっているではないかJ

金持ちはますます裕福に幸せになっていくが、貧乏人は「磁でなし」と

か「一文無し」と噺けられ、見向きもされなくなって、ますます不幸になっ

ていく。私にも充分な報酬を下さって、このような口さがない連中から救っ

て下さいと、殿様に施与を懇願している詩節である。喜置の殿に仕えてい

るばかりに、この詩人は極貧の生活を強いられている。その詩人に面と向

かつて、「一文無し」と罵った奴がいた。このような不時な輩は、詩人が

いつか裕福になることがあっても、なにか悪口を言わないと気のすまない

奴だ。不遇な詩人は、いつかこの殿から、あるいは別の殿から、たんまり

と報酬をもらって、裕福になれることを夢見ている。遍歴歌人にはよくあ

る夢で、当時最大の詩人であったヴァルターでさえも、同じような夢を抱
(注10)

いていた。しかしこの夢は、まんざら不可能な夢ではない。ライン河だっ

て昔は、馬で渡れるほどの細い流れだったのに、今では満々と水をたたえ、
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とても馬では渡れないほど大きな河になったのだから。このライン河の例

もあるから、いつか気前のよい殿様に仕えることができたら、ライン河の

水量ほど多くの施しにあずかつて、長者番付けにのらぬとも限らぬ。この

ような夢多き詩人に、城内の聴衆は片目をつぶって、ニヤニヤと合図を送っ

たことであろう。

14. MF [23. 5J 

ν1ich wundert dicke daz ein wol geraten man 
under sInen friunden色reniht erwerben kan 

sin sIn im ane schulde gehaz 

und gunden einem fremden baz 

der eren die er solte han mit den besten in den landen. 

stirbet er， si sehent den tac， si truegen in uf den handen. 

《親しき人々がわけもなく敵意を抱くということはないのに、そ

の人達の間で立派な人が、高い名声を獲得できないでいる。こん

な理不尽なことがなぜ起こるのか、私はしばしば知りたくなる。

その一方で彼らは、立派な人が国のお歴々と一緒に受けるべき名

誉を、むしろ他国者に許したのだ。もしその他国者を死で失った

ら、彼らは彼を両手の上に差し上げ奉るという日を体験するであ

ろう。》

当時の宮廷には、嫉妬と野望の渦が巻いており、それにとらわれた連中

が数多くいたようで、詩人自身も彼らに激しく足を号|っ張られることを嘆

いている。しかし、宮廷内の人々の嫉妬に手を焼きながら、ヴァルターと

おぼしき詩人ばかりが、何故かくも高く評価されるのだろうかと、自身も

それと気づかずに嫉妬している。自己矛盾のおかしさが感じられる。立派
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な人であって、親しい人達に特に嫌われているわけでもないのに、彼らの

間ではなぜか高く評価されず、どうしても名誉を得られない人がいる。と

ころが同じその宮廷でヴァルターのように他国から来て、特に親しい人も

いない遍歴歌人が、王侯貴族にとりまかれるほどの歓迎を受けて、まこと

の栄誉に輝いている。このような許し難い不平等な扱いのために、詩人は

ヴァルターを激しくうらやむ。その時の激しい嫉妬が、彼の詩作の大きな

動機になっている。自分が死んだところで、振り向かれることはありえな

いが、かの大物歌人が死ねば、さぞかし盛大な葬儀がいとなまれることで

あろう。その遺体は両手で高く奉られ、大きな名誉を授けられることであ

ろう。ヴァルターほどの偉大な歌人に自分を対置して、激しく嫉妬してみ

せるところに、詩人の大きな自負心がうかがわれる詩節である。

15. M F [23， 13] 

[Daz ich ungelucke han daz tuot mir w色:

des muose ich ungetrunken gan von einem se 

dar (lz ein kueler brunne vldz， 

des kraft was michel unde grdz. 

da buozte manger sfnen durst und wart da wol ergetzet. 

swie dicke ich mfnen napf dar bδt， ern wart mir nie genet-

zet.] 

{私が不幸を背負っているのは辛いことだ。不運なために私は、

水を飲まないままに、湖から去って行かねばならなかった。その

湖からは、冷たい泉がこんこんと湧き出ていた。その泉は水量が

豊かで、大きな流れを作っていた。数多くの人が、そこで喉をう

るおし、渇きは十分にいやされた。私がどれほどしばしばその方

へ盃を差し出しでも、その盃は一度もぬれることがなかった。}
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他国の詩人達ばかりが殿様から多くの施しを受け、シュペルフォーゲル

はその思恵に浴しなかった。失意の念が、一語一語に込められている詩節

である。運のない詩人は、宮廷でもてはやされることはなく、それゆえ施

しにあずかることもないままに、宮廷から去って行かねばならなかった。

宮廷では殿様が、あれこれと施しを行なっている。ところがその思恵にあ

ずかるのは、他国から訪れた遍歴歌人達ばかりで、詩人の所には施しがま

わってこない。なぜ彼らが彼よりも上座に席をとり、多くの施しにあず、か

れるのか。その理由が解せぬまま、彼も少し施しを賜りたいと、それとな

く殿様に申し出てみた。しかし残念ながら、全くの梨の礁である。所詮

「雀」は、「水」に縁がないのか。絶望して宮廷から立ち去る詩人の後姿に、

当時の遍歴歌人達の、典型的とも言える過酷な運命が影を落としている。

16. M F [23， 21] 

Swer den wolf ze huse ladet der nimt sin schaden. 

ein schifman mac ein krankez schif schier uberladen. 

daz ich iu sage daz ist war: 

swer sinem wibe durch daz jar 

koufet guoter kleider vil， im selben niht enkoufet， 

da mac ein hδchvart von geschehen daz sim ein stiefkint 

toufet. 

《狼を家へ連れて行く人は、いたく損害を被る。船乗りはか弱い

船に、あれよあれよと言う聞に荷を積み過ぎることがある。私が

あなた方に言うことは、まことのことだ。年がら年中妻のために

立派な衣装をたくさん買ってやり、自分のためには買わないなら、

そのことから妻の心に、思いあがりの気持ちが芽生え、私生児ま
(注11)

でもあなたの子だと称して、洗礼を施すことになりますぞ。}
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妻に押しつぶされそうな、哀れな夫に捧げる忠告の詩節である。狼のよ

うな女を妻に迎えると、取り返しのつかないことになる。経験豊かで分別

を備えた人なら、磁でもない女房から、あれこれと高価な衣装をねだられ

でも、きっぱりと拒絶する勇気をもたねばならない。年がら年中悪妻の言

いなりになって、次から次へと高価な衣装を妻に買い与えていると、亭主

に対する女房の思いあがりも、抑えられないほどに昂じていく。そして卑

劣な女房になりさがった女は、亭主との聞にもうけたのではない子供まで、

間違いなく亭主の子供ですよと言いくるめ、洗礼を施して一件落着とする。

男性受難は現代に特有の現象ではなく、すでに中世のこの頃には始まって

し、fこ。

17. M F [23， 29J 

Wir 10ben alle disen ha1m， wand er uns truoc. 

vernet was ein schaner sumer und korns genuoc. 

des was a1 diu werlt ouch vrd. 

wer gesach ie schaner strd? 

ez fullet gar dem richen man die schiure und ouch die kiste. 

swann ez gediente dar ez sol， sd wirt ez aber ze miste. 

{私達は皆、この麦を称える。それが私達に、収益をもたらした

からだ。昨年は天候に恵まれた夏であったし、豊かな穀物の収穫

があった。世の人々も皆、そのことを喜んだ。これ以上に素晴ら

しい麦を、かつて見た者はいなし、。今それは、王侯貴族の穀倉と

長持を、すっかり満たしている。それは用を果たすべき所で果た

した後、再び糞にもどるのだ。》

黄金の穂が波打つ豊かな麦畑を前にして、生活の実際から歌った詩節。
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元来、宮廷貴族の歌は、貴人の感情生活を描き出す。それに対してシュベ

ルフォーゲルの歌は、民衆の実際生活をとらえる。生活に根ざした歌、生

活の苦しさからしぼり出された歌。これがこの詩人の本領とするところで

ある。およそ貴族の生活からは、とても想像できないほどに貧しい農民達

が、汗水流して苦しみをかみしめながら、やっとの思いで築きあげた黄金

色の麦畑。しかしこの麦の行く先は、農民遠の台所ではなくて、王侯貴族

らの穀倉であり長持の中である。それでは百姓らの苦労は、一体どこで報

われるのか。報われる所はどこ にもないのだ。重い年貢を取り立てる貴族。

その貴族らの食卓に供された麦は、百姓らの汗を思い起こさせることもな

く、食欲旺盛にかみ砕かれ、その後は御用済みの便になる。これは食物の

当然な循環ではある。しかし、この事実を改めてっきつけられると、百姓

達の心の奥に、なにやら割りきれないものが残る。ヴァルターも同種の思
(注12)

いを歌に託しているところを見ると、シュペルフォーゲルに共感するとこ

ろがあったものと思われる。麦が貴族の食卓をにぎわして、万骨枯る思

し、。

18. M F [24， 1 J 

Treit ein reine wIp niht guoter kleider an， 

si zieret doch ir tugent， als ich michs kan verstan， 

daz si vil schdne stat gebluot 

alsδdiu liehte sunne tuot， 

diu gegen dem morgen schinet fruo sd lt1ter und sδrellle. 

swie vil ein valschiu kleider treit， doch sint ir ere kleine. 

{私にはよくわかっていることだが、心清らかな女性は、上等の

衣装を身にっけなくても、徳、操が彼女を飾ってくれる。すると彼

女は、朝方早々に、すがすがしく明るく輝ける太陽のように、と
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ても美しく華やいで立つ。不実な女性が、どれほどたくさんの衣

装をまとっても、彼女の世評は低い。〉

内面の美は外面をも美化するが、外面の飾りは、決して内面までも美し

く見せることはない。現代の人々にとっても耳の痛い真理を、直載に語っ

た詩節である。心に一点のくもりもない清らかな女性は、極上の衣装を身

につけなくても、内面の徳操が外面に溢み出てくるので、美しくひき立つ。

それはまるで、汚れのない朝露を照らす早朝の太陽のように、すがすがし

く美しい輝きを放っている。それに対して心の邪な女性は、どんなにたく

さん上等の衣装を着こんでも、内側から渉み出てくるべき徳操の美に欠け

るので、高き世評を得ることがない。因みに、シュペルフォーゲノレやヴァ

ルターの後を継ぐラインマル・フォン・ツヴェーターも、 Frau-Ehren-Ton
(注13)

と称される格言詩で、同種の主張を行なう。前詩節と同様にこの詩にも、

当時の大詩人に共感をおぼえさせる要素が、なにかしら含まれているよう

だ。この詩のように、影がなく含みもない簡明直載な詩は、シェベルフォー

ゲルには珍しい。

19. M F [24， 9 ] 

Swa ein vriunt dem andern vriunde bi gestat 

mit ganzen triuwen gar an alle missetat， 

da ist des vriundes helfe guot. 

dem er si willecliche tuot， 

daz si gehellent under in， dem meret sich daz kunne. 

swa vriunde ein ander wage sint， daz ist ein michel wunne. 

{ある親戚が別の親戚を、含むところを一切もたずに、真に誠心

誠意をもって援助する場合には、その親戚の援助は役に立つ。あ
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る人に彼がすすんで助けを行ない、その結果お互いに心が通じ合

うなら、彼には親しき人がどんどんふえていく。親戚がお互いに
(注14)

好意を寄せあう場合には、それは大きな喜びである。》

親戚の和をもって尊しとなすという理想が、平明に述べられている詩節

である。詩人の身の回りにいる親戚は、ともすると詩人の足を引っ張りが

ちである。彼らの腹蔵ある振る舞いにふり因される詩人は、遂に教訓的な

話を始めざるを得ない。親戚だからといって、生半可な手助けや誠意のな

い援助をしてもらっても、なんの役にも立たぬ。誠心誠意をもって援助を

行なう場合にのみ、良い結果をもたらすのだ。その場合には、必ずお互い

に心が通じ合い、親戚が親戚を作り出していく。好ましきものの再生産で

ある。親戚と親戚が、正しい心を仲立ちにして好意を抱きあうときには、

それは大きな喜びとなる。まるで聖徳太子が厳かに詔勅を読みあげるよう

な、詩人の堅い表情が、この詩の行聞に見え隠れする。

20. M F [24， 17J 

Swer den sinen guoten vriunt behalten wil， 

den sol er vor den liuten strafen niht ze vil. 

er neme besunder in hin dan 

und sage im waz er habe getan: 

da enharet ez der vremde niht. er zurne in da vil sere 

und halte in vor den liuten wol: des hat er immer ere. 

《親しい立派な人を手もとに引きつけておきたい人は、決して人

前でその人を叱りつけではならなし、人目につかぬ所へ連れて行っ

てから、彼がどのような悪いことをしでかしたのか、とくと説明

してやるがよい。そこでは、他の人に声が聞こえないから。親し
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き人を、そこでなら大いに叱りとばすがよし、。しかし人前では、

彼のことを充分に配慮してやりなさい。そうすれば彼は、これか

らもずっと体面を保つことができるのだ。}

既にMF [22，33Jの詩節で、詩人は自分自身が、人前で口汚く罵られ

た経験をもっ。いつの時代でも、人前で叱りつけたり罵倒したりするのは、

著しく相手の名誉を損ねる行為である。詩人はこのことを身をもって体験

したからこそ、親しく立派な人を失わず、にすむ賢明な方法を、接続法 1式

の要求話法を用いて、細かく指示しないではおれないのだ。これは、詩人

の誠実さのあらわれと言ってよい。現代の私達がかなり鈍惑になってしまっ

た色re(名誉)を、中世のこの当時の人々は、最も重要な徳目の一つに考

えている。従って終行の hatereという表現は、現代的感覚で軽く解すべ

きではなくて、むしろ鋭敏な感覚をもって深く解すべき、極めて重要な表

現である。

21. M F [24， 25J 

Ein edele kunne stfget uf bf einem man 

der dem vil wol gehelfen unde raten kan: 

so sfget ein hohez kunne nider 

und rihtet sich uf nimmer wider， 

so si verliesent under in der in da solte raten; 

er was in ie mit triuwen bf und suonte swaz si taten. 

《生まれ高貴な一族は、充分に援助と助言を与えてくれる忠臣の

もとで、家運が上向く。それに対して位が高いだけの一族は、本

来助言を与えてくれるはずの忠臣のもとへ降りていくと、家運が

傾き、もう二度と元の高所へ上がっていくことはない。この忠臣
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は、かつて誠心誠意殿方の後押しをして、殿方が犯した失策の尻

拭いをしてくれたのに。》

内部構造が意図的で、行と行とを鋭く響き合わせている、密度の濃い詩

節である。 Glucksrad(幸運の轍)を思い描きながら、主従関係の幸・不

幸を、車輪の回転に託して詩作したもの。城中に智恵のまさる忠臣がいて、

殿様も謙虚にその下臣の忠言によく耳を貸すときには、ひとたび下の方へ

半回転して降りた幸運の轍が、もう一度半回転して元の最上位を占める位

置に止まる。そのとき家運は、上向いている。それとは逆に、次のような

一族もいる。殿様が倣慢で愚かであるため、せっかくの忠臣の助言に耳を

傾けないとき、幸運の轍がぐるりと半回転して、殿様の方が最下位に来た

ところで止まる。こうなると、なまじ彼の位と倣慢さが重々しかっただけ

に、殿様はもう二度と元の高所へ上がっていくことはできないc、愚かな殿

様を戴く王家の家運は傾き、一家離散の憂き目をみることになる。しかし

愚かな殿ではあっても、忠臣達は誠心誠意仕えてきた。殿様の愚かさがし

でかしたあれこれの失策も、すべて忠臣が責任をとって、尻拭いをしてき

た。しかし、上に立つ者が賢明てなければ、下臣がどれほど忠義を尽くし

ても、全くの徒労に終わる。忠臣たる者がどのような働きをしてきたのか

を、詩人は最後に要約して、殿様にぶつけている。従って、詩人がこの歌

をうたったのは、まさに宮廷歌人としての職を、お払い箱になりそうな時

期であったと解すべきであろう。今まさに幸運の轍に乗っかり、最上位に

止まって得意になっている殿様だって、早晩その輸がぐるっと半回転して、

失墜していくのは自に見えている。詩人にさんざん奉仕をさせておきなが

ら、名誉を得たのは自分だけの手柄だと思いあがり、詩人のことをすっか

り忘れた恩知らずの馬鹿殿。この殿様に対する詩人の恨みの声が、詩行の

聞から聞こえてきそうな詩節である。
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22. M F [24， 33J 

Swer guote witze hat der ist vil wol geborn. 

swaz man dem boasen vur geseit， deist gar verlorn. 

man tuot im ie den besten rat， 

wie selten er daz fur guot enpfat! 

ern welle allen sInen sin an ganze tugende keren， 

s6 mohte man ein wilden bern noch sanfter harfen leren. 

{良き智恵を備えている人は、ひじように生まれ高き人である。

忠臣がくだらぬ殿様に忠言しでも、それは全く徒労に終わる。忠

臣たる者は、常に最高の忠言を献ずるのだが、愚かな殿様がそれ

を良き忠言として受け取ることは、なんと稀であることか。この

殿が分別をすべて集めて、一筋の乱れもない徳操へと向けるので

ない限り、荒々しい熊に堅琴を教える方が、ずっとやさしいであ

ろうに。}

前節と密接な関連をもっ詩節である。どんなに愚かであっても、血統を

継いでさえいれば殿様になれる。世襲制が支配している時代である。その

ために下臣は、苦労の絶えるときがなし、。人は長い間苦労を重ねると、そ

こから大きな真理を見い出すことがある。血統よりももっと大事なものが

あることを。それは虚心に人の意見に耳を傾けること。謙虚に下臣の助言

に耳を傾ける人こそ、知恵ある人と言うことができる。血統のいかんにか

かわらず、そのような人こそ、殿様と呼ばれるべき人である。そもそも聞

く耳をもたず強情で度し難い人、そして自分の愚かさに全く気づかない人

は、家筋悪い人に相違なし、。このような人は、決して殿様と称されるべき

ではない。殿様の名に値する人なら、奉仕する側の詩人の意見にも、少し

は耳を傾けてほしし、。そして願わくば、他の下臣達と平等に、生活に困ら
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ないだけの施与をしてほしい。このように懇願しながら、しかし詩人はほ

とんど絶望的である。そのことは、最後の 2行が明白に物語る。愚かな殿

には、ほとんど分別らしきものがなし、しかしほとんどないながらも、ど

うにかそれらを掻き集めて束にすれば、まだ救われる途はあろう。すっか

り改心して、分別を徳操実現のためにのみ使うならば、真の由緒正しい殿

様になれよう。さもなければ、家筋優れた殿様と呼ばれることは、もはや

不可能である。そのときには、奉仕する者とされる者との主従関係が乱れ、

お家断絶の憂き目を見る。それゆえ今は、殿様にとって最大の危機をはら

んだ時期である。そのことをしかと胆に銘じて、与えるべきものを充分に、

施し与えるべきである。この詩節もやはり、施与を懇願する歌と解してよ

し、。

23. M F [25， 5] 

Der guote gruoz der vreut den gast， swenn er in gat. 

vil wol dem wirte daz in sinem huse stat 

daz er mit zuhten wese vrδ 

und bietez sinem gaste sδ 

daz in der wille dunke guot den er engegen im k色ret.

mit lihter kost er dienet lop， swer fremden man wol eret. 

《家の門に入ったとき、ょうこそという心のこもった挨拶は、そ

の客を喜ばす。家の主人が礼節をもって心楽しみ、客に向ける歓

迎の心が感謝されるほどに、客を充分に歓待することは、自分の

家にあって客をもてなす立場の主人には、きわめて似つかわしい

ことだ。客に充分歓迎の意を表す人は、支出はわずかにして、充

分な称賛を獲得する。}
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主人と客との家計はいかにあるべきかを、詩人が現在置かれている立場

から、日常的な視点のもとに説いた教訓的な詩である。しかしその内容は、

詩人の個人的な立場を超えて、普遍的真理に限りなく近づいている。

もてなす者ともてなされる者、奉仕する者とされる者、施しを与える者と

与えられる者、このような人と人との聞の、心通い合う触れ合いと冷淡な

触れ合い。そのような関係の本来のあり方を、鳥敵的に鋭く解明している

詩節である。誠実に歌で奉仕する客人に、充分な施しを与えても、それに

よって得られる大きな称賛と名誉のことを思えば、その施しはきわめてわ

ずかな出費にすぎなL、。詩人が喜沓な主人を、口をきわめてたびたび告発

するのは、当時の社会にそのような殿様が、想像される以上に数多くいた

ことを反映している。

雀という庶民的な鳥の名前をもらった詩人ではあるが、その詩の表現と

内容は、予想に反して平易ではない。当時としてはきわめて洗練度の高い

その詩は、相当に難解な表現や、多様な解釈の許されそうな表現が、散見

される格言詩である。このような峻厳さを誇る格言詩から想像される詩人

の顔つきは、さながら古武士のいかつい形相である。詩人の心性は、敢え

て言うなら古代ゲルマンから連綿と続いている、厳格、真剣、品位、高潔、

控え目といった特性で表わされる。詩作をするときの初めの視点は、常に

日常生活的なものに置かれているが、その内容は次第に詩人の個人的状況

から離れて、普遍的真理に近い大きさと深さを得るようになる。生活の一

般的な知恵を教えるため、その詩は宮廷内部にとどまることなく、限られ

た時空を超えて拡大し、庶民の口から口へと歌いつがれていく。しかし、

詩人は多くのテーマを扱うことはしなかった。宮廷文化に直接よって立つ

ことをせず、キリスト教を基盤に詩作することもなかった。詩人は初めか

ら終わりまで、実際の生、活のみを基盤にして、ひとえに施与を懇願しつづ、

けた。それゆえ、フランス風の装飾は必要なく、自然の息吹を受けたまま
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の素朴な表現で充分であった。持情を排し、叙事を重んじた理由である。

そこにこそ、詩人の本領発揮の場があり、そこにとどまったからこそ、シュ

ペルフォーゲルの格言詩は詩としての洗練の度を高めたと言える。ドイツ

の中世の詩を考察するとき、華やかなミンネの歌の前に、素朴ながらも厳

しいシュペルフォーゲ‘ルの歌があったことを、決して忘れてはならなし、

ヴァルタ一、タンホイザ一、マルナ一等の大詩人達の詩に、シュペルフォー

ゲルの詩の表現から借用したと思われるものが、しばしば見られる。この

詩人の格言詩が、長く愛謂されたことを物語っている。

《注}

1. Helmut de Boor: Geschichte der deutschen Literatur， 2.Band， Die hofiー

sche Literatur， M出 chen1953， 8.397ff. 

Karl Langosch (hrsg.) :Die deutsche Literatur des Mittelalters， 

Verfasserlexikon， Band IV， Berlin 1953， 8.23lff. 

2. Karl Lachmann， Moriz Haupt， Friedrich Vogt: Des Minnesangs 

Fr世lling，neu bearbeitet von Carl von Kraus， 1944 Leipzig， 8.14-21.以

後の詩節の引用は、このT巴xt(略号MF)による。各詩節の番号(1 -23) 

は、筆者が便宜上付したものである。詩の解釈に際しては、以下の文献も随

時参照した。

Hugo Moser， Helmut Tervooren: Des Minnesangs Fr世lling，1， n ，m/ 

1， m/2， 8tuttgart 1982. 

Helmut de Boor (hrsg.) : Die deutsche Literatur vom Mittelalter bis 

zum 20. Jahrhundert， Texte und Zeugnisse， Band 1/1， 1/2， Mittel-

alter. Munchen 1988. 

WernerHるver，Eva Kiepe (hrsg.) : Epochen der deutschen Lyrik von 

den Anfangen bis 1300， Band 1， M也lchen1978. 

8alomon Anholt: Die sogenannten 8pervogelspruche und ihre 8tellung 

in der alteren 8pruchdichtung. Amsterdam 1937 
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3. Waltherの詩に次のような例がある:

Hara Walther， wiez mir stat，町立ntrutgeselle von der V ogel weide. 

CHugo Kuhn: Walther von der Vogelweide， Gedichte， 13. Ausgabe， 

Berlin 1965. [119.11J ) 

4.豊かな施しのないことを嘆くこの詩節は、第15詩節MF[23，13J と、内容が

類似している点で対をなす。

5.報酬を得られぬ無益な奉仕を嘆くこの詩節は、次の第7詩節MF [21，21J と、

内容が類似している点で対をなす。

6.歌人が宮廷で冷遇されたり、宮廷から放逐されたりすることを嘆くこの詩節は、

次の第 9詩節MF [22， 1 Jと、内容の面で対をなす。

7.貧しさと分別の関係について、貧すれば鈍することを訴えるこの詩節は、第22

詩節MF [24，33J と、分別の重要性の点で対をなす。

8.立派な主人を主題とするこの詩節は、第23詩節MF [25，5 Jと、内容の面で

対をなす。

9.富も貧しさも、喜びも悲しみも、今日は私のものでも、明日はあなたのもの。

無常観の現われたこの詩節は、次の第13詩節MF [22，33Jと、内容の面で対

をなす。

10. Hugo Kuhn: ebd. [28， 3 J 

gerne wolde ich， m凸hteez sin， bi eigenem fiure erwarmen 

z針lIuwiech danne sunge von den vogellinen， von der heide und von den 

bluomen， als ich wilent sanc! 

11.女性と衣装について批判的に述べるこの詩節は、第18詩節MF [24，1 Jと、

内容の面で対をなす。

12. Hugo Kuhn: ebd. [17，25J ， [102，29J 

13. Gustav Roethe Chrsg.) Die Gedichte Reinmars von Zweter. 

Leipzig 1887， 8.431 N r.41. 

14.親しき人を主題にするこの詩節は、次の第20詩節MF [24，17J と、内容の面

で対をなす。
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